
申
高
生
人
間
力
磨
き
誓
う

東
松
島
「耕
人
塾
」
１１
期
目
始
ま
る

..プ           ｀

自己紹介しながらカー ドを交換する

中
高
生
を
対
象
に
、
地
域
社

会
に
貢
献
す
る
人
材
を
育
て
る

本
年
度
の
「耕
人
塾

・一が
２１
日
、

始
ま

っ
た
。
Ｈ
期
躍
と
な
る
開

ち
　
塾
式
が
東
松
島
市
矢
本
東
市
民

て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

７
月
２
日
に
は
１０
周
年
記
念

式
典
を
予
定
し
て
い
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を

考
慮
し
９
月
３
日
に
延
期
し

た
。

三陸河北新報社 (石巻かほく)令和 4年 5月 25日 掲載

「
・　

　

一

■
■

　

　

　

　

　

．

．●

―

■

〓

■

　

　

　

　

■

、」 .ヽ

セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
塾
生
た
ち

が
活
動
を
通
じ
て
人
間
力
を
磨

く
決
意
を
誓

っ
た
。

石
巻
地
方
を
中
心
と
し
た
中

学
生
１４
人
と
高
校
生
６
人
が
参

加
。
本
年
度
は

「世
界
に
誇
れ

る
石
巻
地
域
に
し
よ
う
～
発
信

―
未
来

へ
～
」
を
テ
ー
マ
に
１２

月
１７
日
ま

で
計
１３
回
活
動
す

る
。本

村
民
男
塾
長

（元
石
巻
事

修
大
人
間
学
部
教
授
）
は

「耕

人
塾
で
人
間
力
を
養
い
、
自
分

の

一
生
の
根

っ
こ
を
作

っ
て
ほ

し
い
。
コ
ン
セ
プ
ト
の
主
体
、

楽
し
さ
、
創
造
を
大
事
に
し
て

皆
さ
ん
と
活
動

し

て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
が
紹
介
さ

れ
た
後
、
交
流
活
動
と
し
て
、

各
自
が
好
き
な
も
の
な
ど
を
題

材
に
し
た
短
歌
を

一
五

・
七

・

五

・
七

ｏ
七
」
に
分
け
て
カ
ー

ド
に
書
き
、
他
の
人
と
１
枚
ず

つ
交
換
す
る
ゲ
ー
ム
を
実
施
。

相
手
を
変
え
て
自
己
紹
介
し
な

が
ら
カ
ー
ド
を
交
換
し
、
手
元

に
残

っ
た
カ
ー
ド
で
新
た
な
短

歌
を
作

っ
た
。

塾
生
Ｏ
Ｂ
会
の
メ
ン
バ
ー
で

指
導
役
の
教
学
委
員
を
務
め
る

２
人
に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン

一塾
生

へ
の
エ
ー
ル

一
も
あ

っ
た
。
そ
の
後
、
塾
生
た
ち
は

耕
人
塾
で
の
電
標
を
立
て
、
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
共
有
し
た
。

初
め
て
参
加
し
た
東
松
島
市

矢
本
三
中
２
年
高
橋
光
太
朗
さ

ん
（提
）は

一
い
ろ
い
ろ
な
人
の

話
を
聞
い
て
将
来
に
生
か
せ
る

と
思
い
、
参
加
し
た
。
一果
松
島

や
石
巻
の
い
い
所
を
見
つ
け
、

地
域
の
人
と
交
流
し
て
成
長
し


